
笠間市基本データ　人口：79,130人（2011年2月現在）

面積：240.25km2　駅の数：6駅　高速道路ICの数：4箇所
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笠間アクセスマップ

車からのアクセス
東京方面から
三郷JCT→（常磐自動車道40分）→岩間IC→友部SAスマートIC→（北関東自動車道5分）→友部IC
埼玉・栃木方面から
栃木都賀JCT→（北関東自動車道35分）→笠間西IC
新潟・長野方面から
高崎JCT→（北関東自動車道90分）→笠間西IC

岩舟JCT
新潟・長野方面へ

　25年前の春、陶芸に興味があって
家族一緒に地図を見ながらのドライ
ブ、それが私にとって最初の笠間。陶
器を買うことに夢中で、周りの風景
もあまり見ず、強い印象が残ってい
なかった。13年前、老後の生活設計
を考えた時に、理想の場所を探す七
つの条件を作った。
①緑が多いところ（できれば近くに
山が見える）。②空気がきれいであ
ること（星がきれいに見える）。③周
りが静かであること（できれば親切
な人が多い）。④歴史・文化・芸術に
接し易いところ（自分の趣味が活か
される）。⑤食物が美味しいところ
が多い（新鮮な農産物と洒落たレス
トラン、食事処がある）。⑥医療施設
が充実している（近くに総合病院、専
門病院がある）。⑦交通アクセスが
良い（東京に近いこと）。この七つの
条件を基に、自分自身のセカンド・ス

テージを充実させる住居を探した。
　25年前と違って、何度も笠間を訪
れ（できるだけ多くの場所を歩き、食
事し、お話をさせていただいた）、そ
の結果、芸術の村にある春風萬里荘
近くに家を建て、週末を過ごしなが
ら、笠間稲荷神社、笠間日動美術館、
茨城県陶芸美術館、西念寺等の名所
だけでなく、街中の路地、山道、畑や
果樹園近くの散策で出合う野仏や彫
刻、りっぱな農家の長屋門等、いろい
ろなところを探索。妻と探す隠れた
三ツ星（二人での評価）レストラン
（食事処）・・・時間が足りないが充実
の笠間生活（時には落語会や音楽会
も楽しんでいる）。自分自身の「笠間
発見伝」を体験中である。
　笠間にも多くの友人ができた。陶
芸家、画家、彫刻家等の芸術家だけで
なく、果樹園や農家の方、造り酒屋の
方。酒やお茶を飲み、食事をしながら、
お互いに笠間の見どころ、食べ処等
の情報交換しながら友情の輪を広げ
ている。笠間を知れば知るほどかっ
て自分自身が作った住むための理想
の七つの条件にピッタリ一致。
　昨年、大学院での論文「21世紀に
おける高齢者活用の新たな可能性―
笠間市への地域専門アドバイザー制

の堤言」を発表させていただいた。笠
間市の多くのシニア・高齢者の方々
に協力いただき調査を実施。その中
での質問「笠間市が他の地域に誇れ
るものはなんですか」の回答では、
「茨城県陶芸美術館」、「笠間日動美術
館」等の施設や「菊まつり」、「つつじ
まつり」、「あたご山桜まつり」等のい
ろいろな活動や、「栗」、「菊」、「みかげ
石」、「地酒」、「そば」、「米」、「いなり寿
司」等、誇れるものが多い。総合分析
の結果からシニア・高齢者は農業、観
光、歴史、陶芸等の専門分野でも積極
的に自分自身の経験と知識を活かし
てアドバイザーとして活躍（社会貢
献）していきたいと考えている人が
多く、元気な笠間である。
　そんな笠間は、私のセカンド・ス
テージに必要不可欠なまちである。
私の卒業した大学のOB会メンバー
（歴史・美術鑑賞部会30名での訪問）、
大学で教えた卒業生、友人達へ笠間
を得意になって案内できることが楽
しみであり、誇りでもある。知人に
「歴史・文化・芸術と豊かな農産物
いっぱいのまちー笠間」に遊びに来
ませんかと誘いながら（笠間ファン
作り）、これからも新しい笠間の見ど
ころを発見してみたいと思っている。

発行日／2011年3月17日　発行元／社団法人 笠間観光協会　〒309-1698 茨城県笠間市石井717　TEL 0296-72-9222　http://www.kasama-kankou.jp/
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旅行プラン「笠間発見伝」で楽しむ陶芸体験３
笠間昔話

親鸞聖人と笠間の関係 「くるみかご」プロジェクト進行中
メイド・イン・カサマ

春と初夏のイベント情報　　観光客が選ぶおすすめショップ　　FAN FAN KASAMA　　我らは笠間応援団！　　なるほど笠間辞典

表紙の写真／上…笠間芸術の森公園の桜
　下左から…笠間稲荷神社の御田植祭、笠間つつじ公園、作業中の福田勝之さん

私のセカンド・ステージは笠間 後藤克彦さん（立教大学大学院客員教授）

笠間市役所 商工観光課

〒309-1792 茨城県笠間市中央三丁目2番1号
TEL 0296-77-1101　FAX 0296-77-1146
E-mail　kasamafan@city.kasama.ibaraki.jp

＊ お ね が い ＊
メールの際にはタイ
トルに「笠間ファン」
と記載してください。

笠間ファン倶楽部 ＊会員募集中＊
笠間ファン倶楽部は、笠間の隠れた情報を発信し、交流人（外の眼）が多
くの笠間人（内の目）とふれあえる場をつくる新しい仕組みです。ぜひ
皆さんお申し込み下さい。 ※現在有料会員制度導入を検討中です。

←笠間発見伝ブログはこちら
　笠間発見伝の魅力を配信中！

笠間のいな吉ブログはこちら→
観光・イベント情報や様々な取り組みなどを配信中！　

「笠間のいなり寿司いな吉会」が「一般社団法人
Ｂ級ご当地グルメでまちおこし団体連絡協議会」（通称：
愛Bリーグ）の準会員として県内で初めて承認されまし
た。全国大会出場条件の正会員まであと一歩です。

祝・北関東自動車道 全線開通
笠間再発見！／笠間PA「カサマテラス」

陶芸家探訪／粘土を自分で作るという体験・製陶ふくだ

目指せ！ B‐1グランプリ出場

笠間ファン倶楽部・会員募集中
つつじまつり、陶炎祭ほか、イベント特盛中

私のセカンド・ステージは笠間

（「笠間のいなり寿司いな吉会」事務局）

電車からのアクセス
東京方面から
上野→（JR常磐線・特急65分）→友部→（JR水戸線10分またはかさま観光周遊バス10分）→笠間
上野→（JR常磐線）→岩間→（JR常磐線6分）→友部→笠間
東北方面から
郡山→（JR東北新幹線80分）→小山→（JR水戸線60分）→笠間
→（JR水戸線10分）→友部→（JR常磐線6分）→岩間

「笠間のいなり寿司」を通して、ボランティアで笠間のPR
をしていただける方を募集しています。笠間のいなり寿
司の活動にご興味のある方は笠間市商工観光課にご連絡
をお願いします。

笠間のいな吉　応援団員募集！

8 ＊ KASAMA FAN



　建保２年（1214年）頃、42歳だった親鸞は越後から

家族を伴い旅立ち、やがて笠間郡稲田郷（現在の笠間

市稲田）へ到着します。文暦元年（1234年）頃に帰京

するまでの約20年間、稲田草庵を東国布教の本拠地

として活動、元仁元年（1224年）頃には主著『教行信

証』の草稿を完成させたと考えられています。稲田草

庵跡に建つ稲田禅房 西念寺（稲田御坊）には、親鸞ゆ

かりのものが多く残されています。

　本堂裏手の高台に登ってみると、吾国山（わがくに

さん）から加波山（かばさん）へと連なる山嶺が見え

ます。親鸞はこの情景を懐かしんだと伝えられ、比叡

山（ひえいざん）の双耳峰（そうじほう）と重ね見てい

たのかもしれません。また、親鸞お手植えとされる

「お葉つき銀杏」、親鸞の遺骨が納められている「御頂

骨堂（六角堂）」や室町時代初期頃建立の茅葺き山門、

安土桃山時代に建立され江戸時代に再建された「太

子堂」など見所が多くあります。親鸞の興味深いエピ

ソードを知ることができるので、ぜひこの機会に西

念寺を訪れてみてください。

　次回以降は、親鸞を襲った山伏・辨円（べんねん）の

「辨円懺悔の桜」や、親鸞が帰京する際に稲田の人々

と別れを告げた「見返り橋」などを紹介していきます。

陶四人展 ～春から始まる、ちょっと楽しい器達～
3/30（水）～4/10（日）
北川隆夫の「大きな器小さな器展」　4/6（水）～4/24（日）
宮本雅宏・まり作陶展　4/13（水）～4/24（日）
新進作家陶芸展2011　4/27（水）～5/29（日）
ロイ・マーティン作陶展　6/1（水）～6/19（日）
使い方は抽象的Ⅱ　6/8（水）～6/19（日）
love bowl in kasama 2011　6/22（水）～7/10（日）
またたく Café ～空想するうつわとおかし～　6/22（水）～7/10（日）

例大祭　4/9（土） 11:00～
昭和祭　4/29（金・祝） 8:00～
八重の藤、大藤　5月上旬頃
御田植祭　5/10（火） 10:00～
　場／笠間稲荷神社神饌田（笠間市民体育館近く）
本宮祭　5/19（木）～21（土） 11:00～
車の茅の輪くぐり　6/26（日） 10:00～
　場／佐白山麓笠間稲荷神社外苑駐車場
夏越の大祓・茅ノ輪くぐり　6/30（木） 16:30～

月始祭　4/1（金） 9:00～
薬神神社例大祭　4/29（金・祝） 11:00～
月始祭　5/1（日） 9:00～
甲子祭　5/9（月）8:00～
春季大祭（お土とり）　5/15（日） 11:00～　
月始祭　6/1（水） 9:00～
夏季大祓祭　6/26（日） 14:00～

さくら咲く 昭和会受賞作家展　3/17（木）～4/17（日）
学芸員によるギャラリートーク
　3/20（日） 14:00～、4/3（日） 14:00～
お花からのおくりもの （抽選でお花の種をプレゼント！）
　3/17（木）～4/17（日）
花見の茶会　4/9（土）　場／春風萬里荘 夢境庵
モーリス・ユトリロと魅惑の風景画
　4/21（木）～6/26（日）
「美の巨匠たち」刊行記念講演会
　5/14（土） 15:00～　講師／長谷川 智恵子
イリーナ・メジューエワ ピアノコンサート
　5/14（土） 18:00～　開／9:30～17:00（入館受付は16:30まで）
　休／月曜（3/21開館、翌日休館、5/2開館、5/6休館）
　料／大人1000円、大学・高校生700円、中学・小学生
　500円、65歳以上800円
　（春風萬里荘との共通券）一般1400円、高大生900
　円、小中生600円、65歳以上1100円　
　※20名以上の団体は各200円割引

筑波大学所蔵石井コレクション　東洋陶磁の華
　4/16（土）～6/19（日）　料／一般700円（550円）、
　高大生500円（400円）、小中生250円（200円）
　※（　）は団体割引料金　
現代茨城の陶芸展
　～5/15（日）、5/18（水）～8/21（日）
コレクション展／近現代日本陶芸の巨匠たち
　～5/29（日）、5/31（火）～9/25（日）
　開／9:30～17:00（入館受付は16:30まで）
　休／月曜(祝日の場合は翌日、5/2開館)

親鸞聖人御頂骨堂（六角堂）結縁春季永代経法要
　3/30(日)～4/3（日） ※4/2・4/3は六角堂への「おねり」
　とお説教あり。講師・松島法城師（兵庫県専福寺住職）

●あたご山桜まつり
　4/1（金）～5/1（日）　4/10（日）三味線の演奏

　場／愛宕山大駐車場
　問／tel 0296-72-9222（笠間観光協会）
●第10回　北山公園　桜まつり
　4/9（土）～4/16（土）
　4/9（土）茨城県警音楽隊、バンド、神輿、等
　4/10（日）宍戸小学校吹奏楽、太鼓、日本舞踊、よさ
　こいソーラン、等
　花火大会　4/9（土）19:00～19:30　※雨天順延
　ライトアップ　4/7（木）～4/16（土）18:00～21:00
●第40回　笠間つつじまつり
　4/16（土）～5/8（日）8:00～18:00
　料／一般（高校生以上）500円
　問／tel 0296-77-1101（笠間市商工観光課）
●第5回　磯蔵酒造  ちょっ蔵新酒を祝う会
　4/24（日）11:00～21:00頃
　料／2000円（新酒四合瓶、酒器付）
　問／0296-74-2002（磯蔵酒造）
●第30回　笠間の陶炎祭（ひまつり）
　4/29（金・祝）～5/5（木・祝） 9:00～17:00（5/3は21:00まで）
　場／笠間芸術の森公園イベント広場
　問／tel 0296-73-0058（笠間焼協同組合）
●匠工房・笠間フェア
　4/29（金・祝）～5/5（木・祝） 9:00～16:30
　場／「匠工房・笠間」茨城県工業技術センター窯業指導所
　問／tel 0296-72-0316
●九ちゃんの家を残そうイベント
　4/29（金・祝）～5/5（木・祝）　場／九ちゃんの家
　問／tel 090-2565-8681（九ちゃん会・小田部）
●合気神社大祭
　4/29（金・祝）11:00～　場／合気神社
　問／tel 0299-45-6071（財団法人合気会 茨城支部道場）
●笠間骨董我楽多市（かさまこっとうがらくたいち）
　5/1（日）～5/4（水・祝）9:00～17:00
　場／笠間稲荷神社笹目酒造駐車場
　問／tel 0296-72-9222（笠間観光協会）
●よってらっ祭みてらっ祭
　5/3（火・祝）・5/4（水・祝）10:00～17:00
　場／笠間駅前広場　問／tel 0296-72-0511（堀川）
●いちご狩り
　5月末まで　9:30～15:30（受付は15:00まで）
　料／2月1300円、3月1200円、4月1100円、5月1000
　円（3歳未満無料、20名以上割引有り※団体要予約）
　南指原観光いちご園
　休／月曜（祝日の場合は翌日）
　問／tel 0296-70-3133（笠間クラインガルテン農産物直売所）
　笠間観光いちご園
　休／無休　問／tel 0296-72-9280（笠間みんげい）
●Sence of Wonder 2011
　5/28（土）10:00～21:00
　場／笠間芸術の森公園
　問／tel 03-6459-2765
●グリーンフェスタかさま
　6/4（土）16:00～18:30（予定）
　UBSゴルフツアー選手権の出場選手のチャリティ
　オークションや模擬店などが開催。
　場／宍戸ヒルズカントリークラブイベント広場
　問／tel 0296-72-9222（笠間観光協会）
●第9回　道の市
　6/4（土）・6/5（日）10:00～17:00
　場／稲荷町交差点～笠間市商工会交差点
　問／tel 0296-72-0119（さくらガス（株）藤枝）
●路面喫茶
　6/4（土）～6/26（日）の土曜と日曜　9:00～17:00
　場／陶の小径　問／tel 0296-72-6865（やまさき陶苑）
●栗の家　骨董市
　毎月第１・３日曜日　6:00～15:00　場／栗の家
　問／tel 0299-45-5124（※悪天時：誠屋 tel 090-1660-3460）
●笠間いきいき市場
　毎月第３日曜日   9:00～15:00　場／旧畜産試験場
　問／tel 0296-78-3911（北山公園管理事務所）

１．前方に見える吾国山（わがくにさん）が比叡山を彷彿
させることから、親鸞聖人は稲田の地形を懐かしんだと
伝えられています。２．親鸞聖人御頂骨堂。３．天正13
年（1585年）に笠間城主時廣によって建立された太子堂。
現在のお堂は延享 4 年（1747年）に再建されたもの。４．
稲田禅房  西念寺（稲田御坊）の山門。
問い合わせ／西念寺  ☎ 0296-74-2042

【主な参考文献】今井雅晴『茨城と親鸞』（茨城新聞社・2008年）、加藤智見
『図説あらすじでわかる！親鸞の教え』（青春出版社・2010年）、田中治郎
（菊村紀彦 監修）『面白いほどよくわかる親鸞』（日本文芸社・2008年）

東国布教の本拠地、稲田草庵

親鸞聖人と笠間の関係【第１回】

浄土真宗の宗祖である親鸞聖人と笠間の関わりは深く、関東在住約２０年の大半を稲田草庵で過ご
されたと伝わっています。そんな親鸞と笠間との関わりを３回連続で紹介していきます。

問／tel 0296-72-2160笠間日動美術館

問／tel 0296-70-1313笠間工芸の丘

問／tel 0296-70-0011茨城県陶芸美術館

１ ２

４

の
イ
ベ
ン
ト
情
報

初

問／tel 0296-73-0001笠間稲荷神社

問／tel 0296-74-3000出雲大社  常陸

３

春

夏

と

2011.04
｜

2011.06

協力／稲田禅房  西念寺

問／tel 0296-74-2042稲田禅房 西念寺（稲田御坊）
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関越道

東北道
常磐道

東関道

笠間 PA

上信越道

高崎 JCT
友部 JCT

北
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道

開通区間

太
田
桐
生
IC

足
利
IC

佐
野
田
沼
IC

岩舟 JCT

栃木都賀 JCT

　今までトイレと休憩所だけだった笠間ＰＡでした

が2010年12月21日、ＰＡ内に前面をガラス張りにし

た明るい雰囲気の「KASAMA TERRACE」が新たに

オープン。敷地内には笠間の窯元より寄贈された高

さ8.5メートルの笠間焼の巨大花瓶が置かれ、売店に

は笠間メイドのスイーツや笠間焼などの笠間らしい

お土産品がたくさん並んでいます。また、すっかり有

名になった「いなり寿司」を中心に、うどんなどの飲

食コーナーもあり、連日、多くの人で賑わいを見せて

います。同時に北関東自動車道初となるガスステー

ション（24時間営業、セルフ式）もオープンしていま

す。北関東自動車道は3月19日に太田桐生IC～佐野田

沼IC間が午後3時に開通し、全線開通。これによって、

東北自動車道だけでなく、関越自動車道ともつなが

るため、遠方からの多くの観光客の皆さんが、北関東

自動車道を利用することが予想されています。ぜひ

笠間ＰＡにお立ち寄りいただき、その魅力を感じて

いただきたいと思います。

　江戸末期創業の「製陶ふくだ」は、庭に展示されて

いる「巨大花瓶」をはじめ、今でも現役で使われてい

る「登り窯」、世界の焼物を展示する「世界の焼物博物

館」などを持つ、見どころいっぱいの窯元です。そんな

製陶ふくだには、自作粘土を使って手ひねり体験が

出来る陶芸体験プランが用意されています。このプ

ランは水簸（すいひ）と呼ばれる水を利用し土を漉

（こ）す方法で笠間の土を精製し、焼物の原料となる粘

土を作るところからスタートします。土を極める本格

的な陶芸体験ながら、子どもでも楽しく作業できると

ころが特徴で、全くの陶芸初心者でも無理なく参加す

ることができます。「笠間は元々、陶芸をするための良

い土が採れる場所。より多くの人が陶芸体験に参加し

てくれることで、笠間焼の魅力をたくさんの人に伝え

ていきたい」と、６代目当主の福田勝之さんが話して

くれました。製陶ふくだは５代目当主の福田実さんを

中心に、昭和30年代には日本で先駆けて陶器のコー

ヒーカップやビールジョッキを作陶したり、高齢化社

会を見越したユニバーサルデザインの陶器作りにいち

早く着手するなど、常に時代の先を見た創作活動で注

目を集めてきました。笠間の、あるいは日本の未来を真

剣に考えながら創作活動を続ける「製陶ふくだ」の今

後の活躍に、大いに期待したいところです。

北関東自動車道で茨城県唯一のＰＡ

【北関東自動車道について～18年を経て全線開通～】

北関東自動車道の全長は約150km。

平成5年12月4日に工事がはじまり、

約18年の年月を経て、2011年3月

19日に全線開通。

笠間いなり／680円。季節
によって様々な味のいな
り寿司が楽しめます。旅
行ジャーナリストの小林
しのぶさんもおすすめ。

笠間うどん／ 700円。１日30食限
定。あんかけの汁が熱々。油揚げの
中は鳥肉、レンコン、コンニャク、
ゴボウなどを使った煮物入り。柚
子胡椒のアクセントがグッド！

特産品各種や笠間メイドのスイーツなど、笠間らし
いお土産が色々とそろっています。

大勢の人でにぎわう笠間PA
「KASAMA TERRACE」。飲食
コーナーでは、いなり寿司や
うどんが食べられます。敷地
内には笠間の窯元「製陶ふく
だ」より寄贈された笠間焼の
巨大花瓶が置かれています。

世界の焼物博物館。現在 57 ヶ国、600 余点を収蔵。

５
代
目
当
主
の
福
田
実
さ
ん
。
巨
大
花
瓶
と
共
に
。

陶
芸
体
験
参
加
者
と
６
代
目
当
主
の
福
田
勝
之
さ
ん
。

で楽しむ陶芸体験 3

KASAMA TERRACE 賑わう！
｢土を極める｣水簸（すいひ）からはじめる陶芸体験

陶芸家
探訪

祝・全面開通！北関東自動車道、笠間名物“いなり寿司”が充実

笠間観光協会が企画する体験型周遊プラン「笠間発見伝」には、個性溢れる陶
芸体験が用意されています。この陶芸体験をコーディネイトする作家さん、窯
元の皆さんを紹介するこのコーナー、３回目の今回は「製陶ふくだ」が登場！

笠間発見伝 検  索
料金／お一人様 4,790 円～

協力／製陶ふくだ

旅行企画・実施／笠間発見ツアーズ
ご予約受付中！

粘土を自分で作るという体験・製陶ふくだ

旅行プラン
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←R50

笠間駅

常陽銀行

茨城県
陶芸美術館

笠間芸術
の森公園JR 水戸線 友

部
→

笠間稲荷神社
↑R50

355常陽銀行

友部
駅

笠間市役所

JR 常
磐線↑R50
水戸
→

←笠
間

←
石
岡 筑波銀行

これまで10回にわたり観光推進マネー
ジャーとしての考え、活動内容などを書き
綴って参りました。今回が最終回。改めて
バックナンバーを読み直してみると、一応
は有言実行の自己評価です。
「イベント依存から通年型観光地を目
指す」この目標で３年間活動しました。ま
だまだ、目標達成は先の先です。しかし、
目指す道筋は確実に出来てきました。
これからも、観光推進者・関連従事者の
皆様には、笠間発見伝のコンセプト＝笠
間の魅力を発見し伝えることで質を高め
ていく、この活動を確りと継続して頂きた
いと思うところです。加えて、お願いがあり

ます。笠間に観光でお見えになるお客様
は、「笠間を選んで来ている」ということ。
「選んで」いるのです。つまり、Ａへ行こう
か？Ｂへ行こうか？笠間に行こうか？検
討し、結果として笠間を選んで来てくれて
いる。大変光栄なことなのです。勿論、リピ
ーターも含め、お見えになるお客様の全
てが、笠間に行くと決める（決意する）背景
に、笠間の競争相手が存在しているので
す。そして、お客様一人一人において笠間
を選んだ理由が異なり、期待するものも
異なる。私たち観光地の受け側は、ともす
ると先週のお客様も、昨日のお客様も、今
日のお客様も全部一纏めにお客様として

見ている、そういう感覚に成ってはいない
だろうか？私たちの目の前のお客様は、
初めてのお客様もリピーターであっても、
来訪の動機は、実際には全て異なってい
るのです。そこを意識しているか？いつも
自問自答して欲しい。この意識改革を進め
ていける観光地が質の高いホスピタリテ
ィーを提供でき、お客様に支持される観
光地になるのです。
笠間で３年間仕事が出来たことは自分
にとっても勉強になり、楽しい仕事が出来
ました。そして、笠間ファン倶楽部会員の
皆様、読者の皆様のご意見や感想を頂き
大変ありがたいものでした。今後も笠間
市をよろしくお願いいたします。最後にな
りますが、皆様のご多幸ご健勝を祈念し
結びとさせて頂きます。３年間ありがとう
ございました。

　昨年７月に、笠間稲荷門前通り商

店街協同組合が企画した「きつね」

と「くるみ」と「門前通り」をテーマ

にしたプロジェクトが、茨城県の中

心商店街活性化コンペ事業の優秀プ

ラン賞を受賞。県の補助金を受けな

がら、「かさま狐の嫁入り」と「くる

みかご」プロジェクトが現在進行中

です。今回は、協同組合の事務局を

され、「くるみかご」プロジェクトを

担当されている沼田雄一郎氏に話を

伺いました。

　「くるみかご」は、昭和40年代ま

で存在していた、主に仲見世で販売

されていた伝説のお土産です。現代

版の「くるみかご」を作ろうと、協

同組合の皆さんが熱心に協議を重ね

ており、昨年10月16日の、「かさま

狐の嫁入り」事業の際に、広くＰＲ

をしようと、紙製の「くるみかご」

を200個作成して、お客様に無料で

配布しました。しかし、門前通りで

は、お土産屋や飲食店の他にも様々

な業種のお店があり、統一した「く

るみかご」を作るには難しい課題が

あります。組合の皆さんは熱心に知

恵を出し合い、また、県の担当者や

コンペ審査員のアドバイスを受けな

がら、プロジェクトを進めていま

す。春には、門前通りの地図や稲荷

神社のイベント（祭事）、商店街や町

名の由来などを紹介した「門前くる

み版」という“かわら版”が発行され

ます。また、この「門前かわら版」を

ベースにデザインした、手ぬぐい、

タオル、シールなど、各店舗で利用

できる共通性のあるグッズを考案中

です。難しさが懸念されてはいます

が、「くるみかご」という芯となるも

のがあれば、共有できるものを見出

すことにより、これからの事業展開

が期待されています。春以降、現代

版「くるみかご」がどのように形に

なっていくのか見逃せない、笠間稲

荷門前通り商店街です。

　JR友部駅南口を降りてすぐ目の前に

見えます。駅から南東に徒歩1分というバ

ツグンの場所に立地。駐車場も完備して

います。周辺には飲食店も多くあります

が、ホテル内で食べる和食の食事もおい

しいと評判。出張・営業で友部にお越しの

ビジネスマンの方々や、観光の方々にも

安心してご宿泊いただけるホテルです。

価格は和室1泊2食付、5500円より。

住／笠間市友部駅前3-14

電／0296-77-1230

営／チェックイン　 16：00

　　チェックアウト 10：00

ビジネスホテルあさひ

　手作りの陶器にこだわり、自由なスタ

イルの創作鉢から本格的な小品盆栽鉢

や花器など、植物を愉しむための器が並

んでいます。そんな手作り陶器鉢に植込

んだ、盆栽、山野草、苔、多肉植物など

の鉢植えや苔玉には心を癒されます。

もっと気軽に、もっと身近に、植物を愉

しむことが出来るでしょう。春の陶器市

“陶炎祭” に初参加予定。乞うご期待！！

住／笠間市下市毛861-5

電／0296-72-7118

営／10:00～17:00

休／毎週金曜日　駐車場完備

http://www.sikikan.jp

植物工房   四季館

駅から徒歩 1分のビジネスホテル 手作り陶器鉢で愉しむ、植物風景

横山 紗織 さん
Q1　かさま観光大使に応募したきっかけは？

笠間図書館で、応募ポスターを見かけたことが

きっかけです。笠間には観光名所や特産品だけ

でなく、陶芸体験など日常ではなかなか経験で

きない体験もできます。魅力あふれる笠間を、よ

り多くの方に知っていただきたいと思い応募いたしました。

Q2　笠間でお勧めしたいスポットは？

「茨城県陶芸美術館」と「笠間工芸の丘」です。東日本初の陶芸専門の

県立美術館としても有名な陶芸美術館。私もよく展示を見に行きま

す。笠間工芸の丘では、先日お箸を購入しました。お気に入りです。

Q3　趣味と特技は？

美術鑑賞とテニスです。美術関係の仕事をしているので、いろいろ

な美術館に行く機会も多いです。主に、県内、都内の美術館の企画展

を見に行きます。学生時代、テニス部でした。現在も体を動かす程度

ですが、続けています。

Q4　2011年の目標を漢字一字で表すと？（その理由も）

『知』です。笠間をもっと「知りたい！」という意味を込めました。

Q5　観光大使としての抱負は？

県内外たくさんの方に笠間の魅力を知っていただきたいです。

清水 まみ奈 さん
Q1　かさま観光大使に応募したきっかけは？

昔から歴史情緒にあふれた笠間市が好きで、海

外の友人を案内したこともありました。そのと

き、友人がとても喜んでいるのをみて、この魅力

を日本の方はもちろん、海外の方まで知っても

らいたと思い、そのために自分の留学経験を役立てられると思い応

募いたしました。

Q2　笠間でお勧めしたいスポットは？

美しく整備された笠間芸術の森公園と、それぞれ個性のあるカフェ。

Q3　趣味と特技は？

趣味は、ティーコーディネーターなので、美味しく紅茶をいれるこ

とと、ホラー映画を観ること。特技は、留学経験があるので、イギリ

ス風（？）英会話です！

Q4　2011年の目標を漢字一字で表すと？（その理由も）

『磨（みがく）』。内面、外見ともにもっと磨きをかけたいと思います。

Q5　観光大使としての抱負は？

採用していただけたという嬉しい気持ちを忘れず、笠間市と皆様の

お役に立てるようがんばります！そして、国内の方はもちろん、外

国のお客様にも、笠間の魅力を広めていけたらと思います。

小沢 敦…茨城県初の観光推進マネージャー。
　　　　 大手旅行代理店より笠間市へ出向中。

H

【くるみかごメモ】仲見世で実際に販売されていたお土産で、起源は不明ですが、北原白秋作
詞の「笠間節」という唄の中で歌われていたことから、かなり昔（大正時代頃）から有名だった
ようです。笠間稲荷神社は別名「胡桃下（くるみした）稲荷」と呼ばれていたことからこの胡桃
と深い関係にあったことも誕生のきっかけとなったと思われます。稲荷神社に参拝したあと
は、「くるみかご」を買うことが、笠間に来た証でもありひとつのステイタスだったようで、中
身は胡桃の形をした「干菓子」が５個くらい入っていたそうです。しかし、竹の採取量や竹細
工職人の減少などで、この「くるみかご」も昭和40年代には姿を消してしまいました。

１．沼田雄一郎さん。笠間稲荷門前通り商店街協
同組合事務局。　２．くるみかご。昭和40年代ま
で実際に、笠間土産として販売されていた貴重
な「くるみかご」の実物。　３．昨年10月16日に、
くるみかごプロジェクトＰＲのために作られた
紙製の現代版くるみかご。　４．干菓子の木枠
（笠間市大町の富田製菓さん所有）。

小沢に訊け！

「くるみかご」プロジェクト進行中

新しいニーズを作り出す「笠間発見伝」

FAN FAN VOICE ～読者の声～

FAN FAN KASAMA

■笠間の駅前で育った
私にとって今は心のふ

るさとです！元気

でがんばれ笠間…かさま
…KASAMA！かな？。（

茨城県・女性）

■笠間大好きです。頑
張ってください。（茨城

県・女性）

■笠間の四季を楽しみ
にしています。（茨城県

・女性）

■時間があるとよく出
かけております。工芸

の丘はウォーキ

ングによい場所です。（
茨城県・女性）

■とにかく笠間焼が好
きです。ちょっと時間が

あるとのぞきに

行ってしまいます。で
も知らないスポットが

もっともっとある

と思います。たくさん
知りたいです。ちなみ

に味噌も食べてい

ます。稲荷のそばのバタ
ー饅頭も好きです。（茨

城県・女性）

■生まれて育ったとこ
ろなので応援してます

。（茨城県・男性）

最終回

メイド・イン・カサマ

街の活性化を目指して／笠間稲荷門前通り商店街協同組合
1 ２

３ ４

決定！第11代  かさま観光大使
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